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令和６年度 第１回釧路市社会教育委員会議【議事録】 

 

日時  令和６年６月７日（金）10:00～12:00 

場所  釧路市生涯学習センター 801号室 

 

１．出席委員  15名中 11名出席 

田丸典彦委員長、石田憲一副委員長、大久保 貢委員、加賀谷淑子委員、久原陽子委員 

佐藤明美委員、田中郁子委員、種市文彦委員、津村伸一委員、中西紗織委員 

藤原節男委員 

（欠席３名：大嶋春香委員、齋藤協子委員、田中達也委員、濱口憲太委員） 

 

２．市出席者  14名 

岡部教育長、工藤生涯学習部長、澤口生涯学習部次長（生涯学習課長）、曽根美術館長 

辰山スポーツ課総括係長、秋葉博物館長、平野動物園ふれあい主幹 

北村阿寒生涯学習課長、長谷地音別生涯学習課長、森学校教育部次長（教育支援課長） 

佐藤青少年育成センター所長、伊藤生涯学習課担当係長、牧野主任、岩田主事 

 

３．議事 

（１）令和６年度各課所管主要事業について 

（２）釧路市社会教育推進計画及び釧路市文化芸術振興計画第２次(令和６年度)実施計画について 

（３）釧路市社会教育推進計画第１次(令和５年度)実施計画の評価について 

（４）令和６年度開催の会議及び研修について 

（５）その他 

 

４．議事内容及び質問等 

議事（１） 令和６年度各課所管主要事業について 

教育支援課  ①部活動指導員の配置について  

生涯学習課  ①「2025 くしろ 20歳のつどい」の開催について 

②「子ども読書デビュープロジェクト」の実施について 

美術館担当   ①美術館企画展について 

 スポーツ課   ①「第 36回ブロンズ像友好釧路市・八千代市少年少女スポーツ交歓大会」の 

開催について 

                 ②パリオリンピック 2024競歩競技出場選手による直前合宿について 

博 物 館    ①博物館企画展の開催について 

          ②アイヌ文化紹介事業の実施について 

動 物 園    ①獣舎の改修について 

              ②飼育動物の導入について 

阿寒生涯学習課  ①公民館講座の開催について 

   音別生涯学習課  ②各種スポーツ大会の共催実施について 
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 【質 問】 

   （生涯学習課）①「2025 くしろ 20歳のつどい」の開催について 

委 員：３会場を統合し釧路会場で開催することについて、これまで開催してきた阿寒・音別の特色を残

すような開催にしてほしい。 

   生涯学習課：市内の高校を輪番制で、同校卒業の新成人に式典の司会やメッセージ朗読を行っていた

だいており、彼らの意見を聞きながらどのようなことができるか検討したい。 

    委 員：３会場に社会教育委員が来賓として出席していたが、今後はどうなるのか。 

    生涯学習課：阿寒・音別会場に委員各１名ずつ出席していただいていた。コロナ禍で釧路会場も人数

制限していたが、全員にご案内をさせていただく。 

 

 （生涯学習課）②「子ども読書デビュープロジェクト」の実施について 

委 員：予算を伴うが、子どもが飽きないよう、大きなぬいぐるみやおもちゃなどを設置してはどうか。  

生涯学習課：健康推進課が行っている乳幼児育児相談の場で行う予定であり、これまでも色々なグッ

ズが用意されているようである。 

 

   （博物館）①博物館企画展の開催について 

委 員：白糠町でもアイヌ文化の展示施設ができた。それぞれの施設ごとではなくエリアで連携して 

事業を行っていくことが大切だと思う。 

委 員：観光という位置づけも大切だが、アイヌ交付金を活用し春採生活館を改築したように、アイヌ 

文化の保存継承という一面を忘れてはいけない。 

博物館：アイヌ文化による観光客の誘致という一面もありながらも、その保存継承を図るべく適切に 

情報を発信していかなければならないと考えている。 

 

議事（２） 釧路市社会教育推進計画及び釧路市文化芸術振興計画第２次(令和６年度)実施計画に  

ついて 

    ・生涯学習課から、令和６年度に実施する事業等を掲載した実施計画について説明した。 

【質問】なし 

    

議事（３） 釧路市社会教育推進計画第１次(令和５年度)実施計画の評価について 

・生涯学習課から、新たな釧路市社会教育推進計画となったのを機に、計画評価の変更について同意

を得るため概要を説明した。 

【質問】 

    委 員：ABC判定による評価を廃止する理由を改めて聞きたい。 

    生涯学習課：行政による評価は、担当者の主観性が強い側面があること。また、判定基準をもとに事

業の達成度合いを見てＡＢＣ判定をするが、担当者個々の受け止め方で判定が左右さ

れる。このあたりの評価の平準化が難しい。一方、社会教育委員によるＡＢＣ判定につい

ても、コロナ禍で、１０事業のうち２事業しか開催できなかった施策をＡＢＣ判定するわけ

だが、この２事業のみで施策全体を判定するという評価の妥当性に問題が生じるなど、

コロナによって現行評価の課題が浮き彫りとなった。このようなことから、今回ＡＢＣによ

る判定を廃止し、コメントを重視した評価に変えたいということである。 



3 

 

議事（４） 令和６年度開催の会議及び研修について 

    ・生涯学習課から、社会教育委員に関わる令和６年度開催の会議や研修会等について説明した。 

   【質問】 

    委 員：鶴居村で行う研修大会について、会場まで委員を運んでいただけるのか。 

    生涯学習課：そのように考えている。 

 

５．協議 

テーマを「家庭・地域教育」に設定し協議を行った。家庭に関しては、ヤングケアラー問題、ネグレクトなど

親の教育力問題、地域に関しては、町内会加入率、地域ぐるみの防災等について議論を深めた。 


